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Inhibition of Aflatoxin Production by Paraquat and External Superoxide Dismutase in Aspergillus flavus

Toxins

アフラトキシンはピーナッツ等に感染するカビが作る強力な毒性物質です。アフリカ、東南アジアでは肝臓がんの大きな原因

となっており、先進国においても汚染された農作物の廃棄により多額の経済被害をもたらしています。既存の殺菌剤は効果が

薄いため、アフラトキシン汚染を防除する方法の開発が求められています。本研究では、除草剤の一種であるパラコートが細

胞内の活性酸素種を増加させてアフラトキシン生産を抑制することを発見しました。また、活性酸素種の除去酵素は細胞内の

代謝メカニズムに影響を与えることでアフラトキシン生産を減少させることも見いだされました。


